緩やかなネットワーク・コミュニティの形成支援
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現代社会は家庭や会社を人間関係が成立する場としてきた．家庭は血縁や地縁をよりどころとして，断ち切ることができない結びつきの社会である．また，会社も社縁をよりどころとして，いったん結びつくと簡単に切ることが難しい結びつきの社会である．今，両者の中間に共通の興味や関心という情報縁をよりどころとした新しい結びつきの社会が浮上している．

この新しい社会は自分自身で関係を選択することに特徴がある．いつでも関係をつくったり，切ったりできる弱い紐帯の性質をもつことがそれまでの社会とは異なる．その究極の姿はネットワーク・コミュニティであると指摘されている．なぜならば，時間や空間に束縛されないばかりか対面接触も必要としないからである．その主流となっているのはインターネットの普及以前から存在するメーリングリスト，ネットニュースや電子掲示板である．これらは細分化されたテーマや内容に合致したメッセージを交換することで成立している．メッセージを発信するためには多様である自己を「バラ売り」しなければならないので，受信者には発信者の全体像が捉えにくい状態になっている．また，適切に発言するためには話題の把握や過去のやりとりの認識が要求される．これが常にコミュニティに関与していなければならいというストレスになっている．

本論文では，CMC(Computer-Mediated Communication)としてWWWコミュニケーションを用いたネットワーク・コミュニティを形成する場を提供する．WWWコミュニケーションは弱い紐帯の性質をもつ．これが緩やかなネットワーク・コミュニティの形成を支援する効果があるのではないかと考える．


まず，WWWコミュニケーションによるネットワーク・コミュニティの実態を調べるために，既存システムのGeoCitiesとWebRingをとりあげ，コミュニティのライフサイクルから以下のように比較してみた．

· 発生期では，利用者はコミュニティへの簡単な参加を求める．そのためサイトのURLを提示するだけで参加できるGeoCitiesが優位である．

· 成長期では，情報交換を重視する．そのためサイトからサイトへ直接移動できるWebRingが優位である．

· 安定期では，コミュニティのルール形成を重視する．しかし，どちらも十分な機能がない．

これをもとに，コミュニティに参加しているWWWサイトとサービスを提供するコミュニティ・サーバ間のリンク形態に着目して“Shellモデル”を提案した．このモデルは両システムの長所をもつ．WWWサイトに対応するハイパーテキストをコミュニティ・サーバ内に生成し，それをハイパーリンクでつなぎ合わせることでコミュニティを形成する．利用者はWWWサイトではなく殻（Shell）として被せられたハイパーテキストをダウンロードすることを特徴とする．

次に，このモデルのハイパーテキストをHTMLのフレームによって構成する方法でシステムを設計した．そして以下の機能を追加した．

· マルチコミュニティ・サイト：この機能は他のコミュニティへの移動を目的とする．利用者のWWWサイトをコミュニティ間の接点にする．

· 自動閲覧モード：この機能はより簡易なWWWサイトの閲覧を目的とする．一定時間毎にコミュニティのサイトを順番に表示する．

· ＷＷＷサイト評価機能：この機能はコミュニティにおけるルール形成の支援を目的とする．すべての参加者がサイトを評価でき，その値に応じてサイトを並べ替える．

このシステムをネットワーク・コミュニティ形成支援システムTSUNAMIとして実装した．

最後に，WWWサイト閲覧操作とWWWサイト評価機能について操作性の評価実験を実施した．その結果，以下を確認した．

1. WebRingと比較して，連続するWWWサイトを簡易かつ高速に閲覧した．

2. WWWサイト評価機能によって参加者の意思をコミュニティの構成に反映したが，その利用頻度は低かった．

２については，コミュニティのルール形成に対する支援不足といえる．この点については今後の研究課題とする．
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